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1. はじめに 
私は昨年 10 月から新宮君とともに、AI と土木をテーマにしたポッドキャスト配信 1) 

を始めた。平日はほぼ毎日、AI に関する最新の動向をキャッチアップし、実際にさまざ

まなツールを試しながら配信を続けている。そうした日々の実践のなかで、令和 7 年度

中国地質調査業協会主催の技術講演会において、「技術伝承とアウトリーチ」をテーマ

に発表する機会をいただいた 2）。 
本稿では、その講演準備の過程で私自身がどのように生成 AI（特に GPT）やスライ

ド自動生成ツールを活用したのか、その具体的な実践事例を報告する。AI を活用するこ

とで、従来の発表準備とはどのような違いが生まれたのか、AI の力がもたらす可能性や

新たに見えてきた課題についても率直にまとめた。 
なお、実際に AI とやりとりしたプロンプトや生成された内容については、引用とし

て文末に示した 3）。AI の活用に関心のある方は、ぜひ参考にしていただければ幸いで

ある。 
 

2. アウトリーチ活動原稿作成における AI 活用とブラッシュアップの実践 
2-1. AI 支援によるアウトリーチ原稿作成の概要 
 本章では、地質調査技術に関するアウトリーチ活動の原稿を、AI の支援を受けながら

企画・執筆・推敲していったプロセスについて報告する。「アウトリーチの起点となっ

た 3 つの“きっかけ”と共通点」というテーマ設定のもと、技術論文としての体裁を保

ちつつも、中学生程度の読者層も意識した平易な表現や語り口に配慮し、専門外の読者

にも伝わる文章を目指した。 
 
2-2. 原稿構成とテーマ設定 
 まず初めに構成を定めた。構成は通常どおり「はじめに」「アウトリーチ活動の事例

紹介」「アウトリーチ活動のきっかけづくり」「おわりに」の 4 章で整理した。事例紹

介では、小学校の社会科授業、住民説明会での模型実演、YouTube に投稿した陥没事故

の模型動画という 3 つの具体例を挙げ、それぞれにどのようなきっかけがあったのか、

背景や工夫とともに説明できるよう章立てを工夫した。 
 
2-3. 執筆におけるブラッシュアップのポイント 
（1）「はじめに」における課題提起 
 執筆段階では、まず「はじめに」で、地質調査が日常生活を支える重要な分野である

一方、一般市民の認知度が低い現状を指摘し、アウトリーチ活動の必要性を提起した。

加えて、「きっかけをどう生み出し、どう活かすかが今後の技術伝承のカギとなる」こ

とを明確に示した。また、「身近なきっかけを拾い上げることが、地域との信頼につな

がる」といった文言を加筆し、構成全体のまとまりを意識した。 



（2）事例紹介の章の工夫 
 事例紹介の章では、それぞれの活動が「どのような背景で生まれたのか」に焦点を当

て、「なぜそれが実現したのか」という動機やきっかけを簡潔にまとめた。これは構造

的な質問を AI が繰り返したものに答える形で執筆した。この誘導により、内容がぶれ

ずに、各事例を比較しやすくまとめることになった。 
 
（3）きっかけづくりの章の構造化 
 3 章「きっかけづくり」では、AI が提示する文章をながめているなかで、「偶然に見

えるが、実は日頃の準備があった」「求められたときに応えられることが重要」といっ

たポイントが、自分の中に見えてきた。この主張を明確にするよう書き直しを命じ、さ

らに「身近なきっかけが動き出すとき」「自ら仕掛けるアウトリーチの姿勢」「地域の

中で生きる技術者としての役割」「小さな一歩を踏み出すために」といった小見出しを

設け、論旨を整理した。AI やネットなどの“特別な技術”に依存しなくても、日々の関

係性やコミュニケーションを大切にする姿勢の重要性も強調した。 
 
2-4. 読者配慮と表現上の工夫 
 執筆全体を通しては、当初は論文体のやや堅い表現を用いていたが、中高生にも理解

しやすい文章を目指し、やさしい言い回しや身近なたとえ、専門用語の丁寧な解説に修

正を重ねた。この辺の論調や、読者層に合わせた修正は AI の得意分野であると感じる。 
 
2-5. まとめの中核メッセージ 
 最終章では「まずは身近な誰かに伝えること」がアウトリーチの第一歩であるという

メッセージで締めくくった。このメッセージも、AI と壁打ちする中で思いついた内容で

ある。従来は中核となるメッセージが全体の文章の起点となるが、今回は書きながら発

見したという感覚であった。 
 
2-6. AI によるスライド自動作成 
 上記までの手順によって、word 原稿が完成した。発表するにあたってのスライドは

AI によるスライド作成ツール「Gamma」4)を使用した。これは、ファイルをアップロー

ドすると、内容を構造化して 10 枚程度のスライドに作成してくれる。 
スライドのテーマや挿絵も簡単に変えることかできる。自動生成イラストの数枚を

実際の写真などに差し替えるだけで、ほぼ手間をかけずに完成させた。 
 
3. AI 活用に慣れるために、何を転換すればよいのか 
3.1 文章づくりの意識改革 
（1）手書きによる思索の重要性 
 AI の活用は多くの場面で有効であるが、必ずしも万能ではないとも感じた。特に「自

分自身の本質的な問い」や「深い思索」が求められる局面では、依然として紙に手書き

しながら自問自答する作業が有効であると感じている。 
 私自身、発表準備や文章化の過程で本当に伝えたいテーマや自分なりの問題意識を掘



り下げる場面では、敢えて AI を使わず、メモ帳に思いつくまま手書きでペンを走られ

せる方法に慣れている。やはり深い思索には「手を動かしながら考える」という身体的

なプロセスが欠かせず、AI だけに頼るのでは得られない発見や納得感がある。 
 
（2）AI との対話は“傾聴”に近い効果を持つ 
 AI と対話しながら文章の中身を考えていく過程は、誰かに話を聴いてもらう「傾聴」

の効果に似ている。まだ形になっていない考えをそのまま話し、AI に返答してもらいな

がら言語化することで、はじめて自分の内面への理解が深まっていくような感覚があっ

た。AI との対話は、自分の頭の中だけではたどりつけなかった気づきや、無意識のうち

に感じていた疑問を引き出してくれる新たな刺激となった。それは、従来は書きながら

考えるといった作用に近いものという気がしている。 
 
（3）AI がもたらす“組み立て型”アウトプットへの転換 
 さらに、AI を使うことで文章の作り方そのものに対する意識が大きく変化した。文章

に限らず報告書などを作る方法として、アウトラインから順に文章を組立てていく方法

が紹介される。技術文として効率的な方法の王道である。 
AI を活用すると、さらに文章としてある程度パーツや素材が揃った状態からスタート

できる。それらを自分好みに組み立てていく「プラモデルを作るような感覚」に変わっ

ていった。 
近年スライドデザインに豊富なテンプレートが用意されている Canva を使用する機

会が増えた。文章作成も、生成 AI を使用して似たようなことができる時代になったと

いうことだろうか。 
 AI が提案する様々な表現や構成、切り口を一度広げてみて、その中から必要なものを

選択・編集し、自分らしさを加えていくプロセスは、従来の“ひとりで組み立てる”文章

作成とは違うアウトプット方法の転換に慣れる必要がありそうだ。 
 
3.2  AI との最適な関係性 
（1）AI との距離感がアウトプットに与える影響 
 AI 時代の文章づくりでは、AI との距離感や役割分担をどう捉えるかが、アウトプッ

トの質や使い方の成果を大きく左右すると感じた。AI を「自分より賢い存在」とみなし

てしまうと、AI の出力を無批判に受け入れやすくなり、結果として自分らしさや現場の

リアリティが損なわれてしまう。 
一方で、自分には AI でつくることは不要だから使用しないと決めつけるのはもった

いない。すでに多く人が使用し始めていて、もうこの流れは止められないと感じる。こ

の雰囲気はスマホが登場した時代に似ている。ガラケーからスマホに乗り換えるかどう

か、迷った人は多いはず。私自身も長年スマホに抵抗があったけれども、一度乗り換え

たらもう戻れない。むしろガラケーの扱い方は忘れてしまっていて、ほぼ文鎮と化して

いる。AI を使った文章作成も、良くも悪くもこれから一般化し、いずれそれ無しではあ

りえないとなるような気がしている。 
 



（2）パートナーとしての AI 活用の実践 
 私自身は、AI を「対等なパートナー」や「新しいタイプのライティングサポーター」

として捉えることにした。もうすでに、知識量やアイディアの幅では、AI は多くの領域

で私を上回っていることは間違いない。しかし、AI のアウトプットの質が十分でない場

合、その多くは使い手である自分の問いかけ方や活用の仕方に原因があることも実感し

ている。 
 たとえば、AI に素材を出してもらい、その中から自分にとって最適なパーツを選び、

手書きによる深い思索で全体の方向性や本質的なメッセージを決めていく。そのうえで、

AI を壁打ち相手や構成アシスタントとして何度も活用し、最終的な判断や仕上げは自分

の手と頭で行う――このような関係性が、AI 時代の「書く力」を伸ばす上で最も効果的

だと考えている。 
 
（3）AI を使って技術研鑽する棋士を見習う 
 AI 活用をすることで、ヒトの能力が低下するのか不安になっている人もいることも、

それに対して、私はそれほど悲観していない。 
なぜなら、将棋の世界はすでに人よりも AI の方が強い。しかし、現代の棋士は AI

を活用することで、より高みに到達している。AI を活用することでヒトの能力が向上す

ることを示す良い事例だと感じる。結局のところ、AI を使用する、しないに関わらず、

コツコツと研鑽する人が能力を伸ばしているだけかもしれないが。 
 
4. おわりに 
 本報告では、地質調査技術のアウトリーチ活動を題材に、AI を活用した原稿作成・発

表準備のプロセスと、そこから得られた知見や課題について整理してきた。 
 AI は、アイディアの素材や表現のバリエーションを豊富に提供してくれる“伴走者”と
して極めて有用である。しかし、その活用が最大限に活きるのは、使い手が主体的に問

いかけ、自らの経験や思いを積極的に組み込むときである。 
 今後は、AI をはじめとする新しい技術を柔軟に取り入れつつ、自分自身の主体性と現

場感覚を大切にしたい。AI と人間の協働による新たな知的生産の可能性が、今後の技術

研鑽の在り方にどのように影響するのか実践しながら見極めていきたい。 
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